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ハイブリッドジョイント3LⅡ-350DG　（富山県：飛越大橋）

－総目次－

NETIS・NNTD特集 ［特集-1～205］

商品ファイル（資材・工法の詳細情報） ［商F-1～99］

企業名50音インデックス ［企業-1～109］

インフラ整備を支える技術集 ［技術-1～58］

伸縮量350mmで、最大床版遊間730mmまで適応可能。輪荷重支持間隔が狭く、露出部が少ないため走行時の衝撃が極めて小さく、超低騒音・
快適走行を実現。二重止水構造により、止水性に優れる。小型機械による容易な施工で工期の短縮が可能。鋼製フィンガージョイントより低価格・
短納期、また耐久性にも優れるためライフサイクルコストを抑制できる｡NEXCO仕様合格製品｡荷重支持板を除雪誘導板に変更可能｡



FKメッシュパネル工法

概　要
FKメッシュパネル工法は、斜交鉄筋網を使用した連続鉄

筋コンクリート舗装における、鉄筋の敷設の画期的な工程短
縮工法である。

［施工実績］
国土交通省 49件、NEXCO 16件、地方自治体・民間 10件

特　長
●バラ鉄筋を１本ずつ結束する必要がないため、鉄筋工がい

なくても敷設が可能。
●1人当たりの鉄筋の施工数量が２～７倍に増加するため、

省人化できる。
●施工スピードが２～７倍に向上するため、工程短縮による

トータルコスト削減ができる。
●工場内で専用設備での自動生産のため、鉄筋ピッチ等の品

質が安定する。
●くるくるスペーサーを併用することで、敷設前に連続ス

ペーサーの設置が不要となる。
●製品長が５ｍ～10ｍの範囲であり、現場への搬入に通常大

型車での納入が可能となり、特殊車両申請が不要となる。
●悪天候や現場条件など、鉄筋敷設工程に制限がある場合な

どに特に効果が高い。

品質について
鉄筋を電気抵抗溶接することによって加えられる熱影響に

よる鉄筋母材の強度低下がない。

実施済み試験内容
① 引張試験 FKメッシュパネル供試体を使用し、

溶接部で破断しないことを確認済み。

② 疲労試験 降伏強度の50％荷重にて200万回繰り
返し試験に耐えうることを確認済み。

③ 疲労試験後静的荷重試験 上記②の疲労試験を載荷済みの供試
体にて引張試験を行い、母材同等の
強度を有していることを確認済み。

形状および製作可能範囲
形　　　　状 標準製品は下図を参照
製作可能範囲 主 筋 径　D19～D16までの各サイズ

配力筋径　D13の各サイズ
材　　質　SD345
製 品 長　主筋長さ 4ｍ～9ｍまでの各サイズ
製 品 幅　2.3ｍ未満

施工手順
1. FKメッシュパネル搬入・間配り

2. 敷設用クレーン配置

3. 専用吊治具にて製品に玉掛 → 吊上

4. FKメッシュパネル敷設

5. 
6. 

7. 施工完了

� 土木工事／舗装工／特集–129

自動結束機にて鉄筋継手結束
　以後繰り返し

メッシュパネルの姿図メッシュパネルの姿図

コンクリート舗装工

連続鉄筋コンクリート舗装の鉄筋敷設工法
FKメッシュパネル工法
NETIS登録番号：CG-160007-VE
活用促進技術

株式会社藤崎商会
〒730-0835�広島市中区江波南2-10-6
TEL 082-292-6321　FAX 082-295-7058
URL http://www.fujisaki-shokai.co.jp
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d=3mm
内管 VS38×42 外径42㎜内径38㎜

ソケット周辺拡大図

外管  VP50  スリット加工

スリット間隔
l=80㎜

スリット形状
l=70㎜ d=3㎜

スリット間隔
l=80㎜

スリット形状
l=70㎜ d=3㎜

外径61㎜内径50㎜

名 称 材 質 形 状 ・ 寸 法

外 管 VP50　外径60㎜、近似内径51㎜

VS38×42　外径４２㎜、近似内径38㎜内 管

集 水ソケット

塩化ビニル管

塩 化 ビ ニ ル

膨 張 性 ゴ ム

先端コーン

パッカーゴム

【規格：S90】　（通常型）

平常時寸法 外径 63㎜ （参考値）

平常時寸法 外径 63㎜ （参考値）

膨張時寸法 外径 130㎜ （参考値）

膨張時寸法 外径 100㎜ （参考値）
【規格：S130】　（高膨張型）

ゴムパッカー膨張時

●　MTパイプの規格（１ユニット2m）

ミズトールの排水原理 ミズトールの規格

概　要
　ミズトール（MTパイプ）は最も基本的な地すべり防止工
法である地下水排除工（水抜きボーリング工）の効果を高め
るために考案された保孔管である。
　従来の保孔管は、VP40の塩ビ管にストレーナ加工したも
ので、孔壁保護の機能はあったが、排水機能が低いという欠
点があった。すなわち、ボーリング孔に湧出した地下水を地
すべりブロック内に逃がしてしまう欠点があった。ミズトー
ルは従来管の欠点である排水機能を飛躍的に改善した保孔管
である。
　ミズトールの排水機能は比較試験でも証明され、全国の地
すべり現場で多くの施工実績を持っている。

特　長
　上図の排水原理に見る通り次の 4つの特長がある。
1 �．孔壁に湧出する地下水を強力に捕捉する。
　（ 2ｍごとに設置されたパッカーで捕捉）
2 �．捕捉した地下水は逃がさず全て排出する。
　（無孔の内管を通して）
3 �．開口率が大きいため目詰まりが起きにくい。
　（孔内洗浄ができる）
4 �．ネジ接手のため施工が容易である。

他の保孔管との比較
　保孔管には、従来の単管（VP40）以外にもさまざまな工
夫を凝らしたものが10種類ほど市場に出回っている。
室内比較試験結果
　平成25年に（独）土木研究所でこれらの保孔管の室内比較
試験を行った結果は図－ 1に示す通りで、排水効率は従来型
の保孔管は15％に対しミズトールは100％であることが明ら
かになった。（「地すべり地における地下水排除ボーリング工
の排水性能調査　共同研究報告書、平成25年 5 月 : 整理番号
第53号」による）
現場比較実験結果
　現場での従来管との比較試験は、三紀の泥岩や片岩地すべ
りなど、さまざまなタイプの地質で実施した。
　試験方法は、横ボーリングの保孔管を従来管とミズトール
と交互に設置し、それぞれの湧水量を比較した。その結果、
地質タイプにかかわらず、ミズトールが従来管の2.5～ 8 倍
の湧水量となった（図－ 2）。
　また、地下水位低下の比較をしたところ、従来管では水位
低下がなかった地すべりブロックで、ミズトールでは顕著な
地下水低下を確認できた。
　以上の通り、室内でも現場でもミズトールは従来管のみな
らず、他の保孔管より圧倒的に優れていることが明らかに
なった。

図－ 1　A～ J は市販されている他の保孔管
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排水効率比較試験結果

図－ 2　ＭＴパイプと単管の湧水量比較
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株式会社アクアコントロール
〒753-0251　山口市大内千坊3-9-3
TEL 083-928-3274　
mail hr.ktmr@woody.ocn.ne.jp
［資料請求先］株式会社東建ジオテック（TEL.083-927-5507、担当者：渡辺）、株式会社
エスイー（TEL.03-5338-3242、担当者：加来）

集配水ボーリング工洗浄工

MTパイプ
ミズトール
NETIS登録番号：（旧）SK-990017-VE

土木工事 砂防工
掲載年 ●
掲載月 ●

集排水ボーリング孔洗浄工

特集–128／土木工事／砂防工
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